
11月17日は、区役所から公開生放送いたします。
内容は「豊平区体育館ＰＲ」です。
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毎月14日は
とよひらの日

豊平区の人口・世帯数
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豊平区役所総務企画課広聴係
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2822-2400　内線214･215
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2011

人　口　213,850人　 （＋108）
世帯数　108,833世帯 （＋ 67）
（10月 1 日現在。（ ）内は前月比）
※ 男女別人口は、公表され次第
掲載します
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とよひら元気印（第61回）

豊平区ホームページ「夢ひらく 花ひらく とよひらく」
　http://www.city.sapporo.jp/toyohira/

豊平区広報番組「豊平インフォメーション」
　ＦＭアップル76.5ＭＨz　毎週木曜日午後 3時～
※

　明治の初めに岩手県からの入植者によって開拓が進められた福住
地区。福住まちづくりセンターの隣には、開拓の歴史を今に伝える
福住開拓記念館があります。「ここの展示物はもともと、昭和46年
の福住開基100年記念事業として、農業倉庫を改装し陳列していた
ものです。その多くを地域の方から提供してもらいました。今では
もう手に入らないものも多いです」と話すのは、現在の場所に記念
館がオープンして以降、同館の運営委員長を務めている小西和夫さ
んです。
　館内には、昔の馬車や農機具など多数の展示物のほか、中学生が
開拓当時の生活を想像して作成した版画なども展示されており、小
西さんは「記念館が当時の苦労や地域の歴史に思いをはせるきっか
けになれば」と語ります。

地域の歴史を考えるきっかけに

　福住地区で生まれ育った小西さんは、現職のふくずみ幼稚園理事
長のほか、地区まちづくり協議会幹事、民生・児童委員協議会会長、
区選挙管理委員などを歴任し、地域と行政の橋渡し役として活躍し
てきました。また、歴史的建物や昔ながらの自然などを福住の遺産
として選定したり、子どもたちや地域の方の前で福住の歴史につい
て語ったりと、福住らしさを残す活動に積極的に取り組んでいます。
　「整備が進む一方で、昔の面影や地域性が失われつつあり残念で
す。これから先は若い人たちにバトンタッチしていくことになりま
すが、福住らしさをいつまでも守っていってほしいですね」。未来
への願いを胸に、今日も活動を続けます。

福住らしさを残したい
（福住の歴史について語る小西さん）

◀ ▲

福住開拓記念館
の内部の様子

福住開拓記念館運営委員長　豊平区福住在住
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 住　　所：福住 1条 4丁目13-17　※見学の際は、福住まちづくりセンターにお声掛けください。
 開館時間：午前 8時45分～午後 5時15分　定休日：土日祝日（ 9月17日を除く）・年末年始

福住開拓記念館


